
子供たちを放射線から守る署名のお願い 

「 全 国 子 供 疎 開 ・ 動 物 保 護 ネ ッ ト ワ ー ク 福 島 」  

私 た ち 「 全 国 子 供 疎 開 ・ 動 物 保 護 ネ ッ ト ワ ー ク 福 島 」 は 、 子 供 た ち を 放 射 線 か ら

守 り た い と 思 い 署 名 活 動 や 政 府 や 県 に 対 し て の 抗 議 の 活 動 等 を し て お り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国 の 調 査 結 果 や 、 県 の ア ド バ イ ザ ー 、 現 地 対 策 本 部 、 各 関 係 省 の 矛 盾 に 気 づ き 、

私 た ち は 、福 島 の 子 供 た ち の 健 康 の リ ス ク か ら 少 し で も 遠 ざ け た い と 思 っ て い ま

す 。 ま た 全 国 の 子 供 た ち ・ 赤 ち ゃ ん ・ 妊 婦 ・ 20 キ ロ 圏 内 の 動 物 達 の 保 護 の た め

に 力 を 合 わ せ 、国 や 県 を 動 か し 避 難 し や す い 環 境 を 作 り 要 望 書 ・ 署 名 を 内 閣 府 に

提 出 し ま す の で 、 皆 様 の ご 協 力 を お 願 い 致 し ま す 。  

 

 

 

 文 部 科 学 省 が １ ０ 年 か け て お こ な っ た 放 射 線 影 響 の 調 査 レ ポ ー ト で は 、 蓄 積

１ ０ mSv か ら 、 因 果 関 係 は 証 明 で き な い が 、 余 計 な が ん や 白 血 病 、 先 天 性 障

害 の 発 生 が 見 ら れ る と し て い ま す 。  

 

 福 島 県 の ア ド バ イ ザ ー の 山 下 教 授 は １ ０ ０ mSv ま で 健 康 に 影 響 は な い と 発 言

し て い ま す が 、 過 去 の 講 演 で は 、 難 解 な 言 葉 を 使 っ て い ま す が 、 山 下 教 授 本

人 が 、「 １ ０ mSv を 超 え た あ た り か ら 健 康 リ ス ク が 見 ら れ 、 若 い 子 た ち は よ

り 顕 著 に な る 。」 と 発 言 し て い ま す 。  

 

 ３ 月 ２ ５ 日 の 長 崎 新 聞 に は 山 下 教 授 の イ ン タ ビ ュ ー 記 事 が 掲 載 さ れ て い て 、

そ こ に は 「 大 変 恐 ろ し い 事 が 起 き て い る 、 妊 婦 や 子 供 を 中 心 に 早 く 逃 が さ な

い と い け な い 」 と 書 か れ て い ま す 。  

 

 今年 4/22  午前０時に原発２０ Km 圏内が警戒区域に指定され、立入り禁止と

なりました。 20 キロ圏内の動物たちは、現在生きるか死ぬかの世界で生きて

います。  

 

 「動物愛護法」という憲法がありながら政府により、殺戮（安楽死等の処置）

がされています。  

 

 法 律 で は 「 非 常 災 害 に 対 す る 必 要 な 応 急 措 置 と し て の 行 為 に 伴 っ て 特 定 動物

の飼養又は保管をする場合」とあります。  

 

 ま た 、 環 境 省 と 福 島 県 及 び 現 地 対 策 本 部 は 動 物 達 を 守 る 為 に ボ ラ ン テ ィ ア団

体の一次立ち入り許可書をはく奪しています。  

 

 動物は、生き物です。命は、そう長い間待っていてはくれません。  

このままでは未来の生態系などのバランスが崩れてしまいます  



 

「 全 国 子 供 疎 開 ・ 動 物 保 護 ネ ッ ト ワ ー ク 福 島 」 は 全 国 の 子 供 た ち ・ 妊 婦 さ ん ・ 障 が い 者 ・  

20 キ ロ 圏 内 の 動 物 等 を 守 り た い と い う 団 体 で す 。  
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